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細菌汚染に対する物理的バリアとしての人工奥
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人工呼吸箸理に人工』障がよく用いられるが、その

目的には、 「吸入気の加湿」のほか、 「気道からの

熱放散を減少させ体温を保持する。シパリングの防

止効果もあるJといったことがあげられる。人工興

が Heatand Moisture Exchanger (H M E)と呼ば

れるゆえんである。「加温加湿器を用いるよりも安

価であるし簡便でもあるJr人工呼吸器回路内や吸
気呼気弁における水の結震が少ないので、それによ

る人工呼吸器などの故障が少なくなるJなどといっ

た効果もあげられている。ここで紹介するのは「細

菌汚染に対する物理的パリアとしての人工鼻Jにつ

いてである。最近、こうした目的に使用できる人工

輿は“人工鼻フィルター (Heatand Moisture 

Exchanging Fi 1 ter= H M E F)と呼ばれ、単に加湿

・保温のみを目的とした HMEと区別されている。

人工呼吸中の肺炎の発生は患者の臨床経過や予後

を大きく左右する重大事であるが、その原因となる

細菌(病原微生物〉の肺への侵入経路は、 「患者体

内にある他の感染巣からの血流などを介するもの」

と「経気道的なもの」とに大別することができる。

そして後者については①口腔内からの“たれこみ"

などによる侵入、②非清潔操作による気管内吸引な

どに伴う侵入、③汚染された空気の吸入や汚染され

た人工呼吸器(回路〉からの侵入、などが重要視さ

れている。最近、主として③の経路による細菌の侵

入を防止する物理的パリアとして人工鼻フィルター

(以下、 HM E F)が使用されている。

現在販売されている HME Fの性能について興味

ある報告がある。細菌は血液や分泌物や水といった

液体によって運ばれるのが普通であるから、もし H

MEFが液体をまったく通過させないのなら、その

HMEFは物理的バリアとしての役割を果たすこと

ができるはずである。この考えから Rosalesらは、

4種類の HMEFを対象に、その液体と細菌の透過

性についての性能を比較検討したυ。

対象とされたのは疎水性(hydrophobic) H M E F 

である PALL社製 BB22-15(PALL HMEI5-22)と、

他の3種類の吸湿性(hygroscopic)H M E Fである。

S aureus. P aeruginosa. S marcescensを用い、そ

の浮遊液 (6X106cfu/ml)を作成し、これをHME

Fを底にした深さ15側、直径22rrmの円筒形の容器に

入れ、 HMEFを通過した浮遊波の量と、その中に

含まれる細菌数から HMEFの“透過性"を定量的

に算定した。深さを15cmとしたのは通常の人工呼吸

時に HMEFにかかる圧を想定したものである。そ

の結果、彼らは、 HME15-22は浮遊液を完全に捕錠し、

したがって細菌も完全に捕捉し得たが、他の3種類

の吸湿性HMEFでは、程度の差はあるが、浮遊液

も細菌もいくらか透過させてしまったと報告し、液

体透過性または非疎水性人工鼻は適当でないと述べ

ている。また、 HMEFのこうした機能にも国際規

格などを段げて規制すべきであるとも述べている。

「細菌汚染に対する物理的パリアとして使用する

人工鼻フィルターとしては、液体の通過を完全に防

止し得るもののみが適当である」とする彼らの研究

結果および意見はもっともなもののように恩われる。

臨床使用する上では、気流抵抗が最小限で、加湿・

保温能力が十分あり、液体および細菌透過性のない

人工舞フィルターを選ぶべきだと考える。
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l麻酔、人工呼吸時の院内感染の防止に

99.999%以上の

細菌除去効率を発揮

BB25A HME15-22 HME15-22M 

Oろ過のメカニズム

議議石l破.高.pa.p』 蜘議
患者と回路の聞を遮断し、細菌、異物による相互の

汚染を防止します。

Pseudomonas diminuta (約0.3ミクロン)および
MS・2パクテリオファージ(約0.02ミクロン)を使用し

たチャレンジテストにより99.999%以上の除去効率

を確録しています。直接遮断による除去 慣性による吸着除去 鉱散による吸着除去
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